
　
あ
る
朝
、

「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
蔓
延

終
息
！
」
と
の
声
で
目
が
覚
め

た
▼
え
っ
、
本
当
で
す
か
？

こ
の
と
こ
ろ
毎
週
、
新
規
感
染

患
者
数
が
ど
ん
ど
ん
減
る
一
方

で
し
た
か
ら
、
実
効
再
生
産
数

（
Ｒ
ｔ
）
も
1
よ
り
小
さ
く

な
っ
て
、
第
7
波
も
こ
れ
で
収

束
で
す
よ
。
そ
れ
に
、
19
年
12

月
1
日
に
武
漢
で
第
1
号
患
者

が
発
症
し
て
、
瞬
く
間
に
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
な
り
も
う
す
ぐ
3

年
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
も
ホ
モ
・

サ
ピ
エ
ン
ス
の
身
体
と
も
仲
良

く
馴
染
み
始
め
て
ま
し
ょ
う
か

ら
、
来
月
一
杯
、
ま
あ
今
年
一

杯
で
は
な
い
で
す
か
！　
あ
る

日
の
新
聞
記
事
で
も
、
1
3
5

9
人
感
染
し
て
6
人
死
亡
で
致

死
率
は
0
・
44
％
と
急
激
な
死

亡
率
の
上
昇
に
は
な
り
ま
せ

ん
、
と
の
心
の
声
▼
ち
な
み

に
、「
令
和
3
年
簡
易
生
命
表
」

を
見
て
も
平
均
寿
命
は
、
男
性

81
・
47
年
女
性
87
・
57
年
、
前

年
に
比
し
、
僅
か
に
男
性
0
・

23
年
女
性
0
・
27
年
の
減
少

で
、
各
年
代
で
の
平
均
余
命
も

そ
の
減
少
は
、
男
性
0
・
01
〜

0
・
23
年
、
女
性
0
・
05
〜

0
・
20
年
で
、
し
か
し
、
女
性

99
〜
1
0
5
歳
で
は
、
む
し

ろ
0
・
00
〜
0
・
19
年
の
増
加

で
あ
る
。
20
年
に
イ
タ
リ
ア
・

フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
な
ど

で
、
平
均
寿
命
が
大
き
く
減
少

し
た
が
、翌
21
年
に
は
、や
や
回

復
し
て
お
り
、
我
が
国
も
来
年

は
ま
た
、
一
部
回
復
が
見
込
め

よ
う
▼
し
か
し
、
油
断
大
敵
！

コ
ロ
ナ
終
息
後
が
ど
う
な
る

か
？　
終
息
後
に
は
ど
う
す
る

か
？
も
ま
だ
ま
だ
大
切
。
来
年

は
早
々
、
さ
ら
に
よ
き
初
夢
を

見
た
い
も
の
で
あ
る
。（
卯
蛍
）

　
岸
田
首
相
は
所

信
表
明
演
説
の
中

で
、
経
済
対
策
と

し
て
「
物
価
高
・

円
安
へ
の
対
応
」

「
構
造
的
な
賃
上

げ
」「
成
長
の
た
め
の
投
資
と

改
革
」
を
挙
げ
た
。

10
月
に
な
り
食
品
の
値
上
げ

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
電
気
料
金

も
値
上
が
り
し
て
い
る
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
背
景

と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
不
足

と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
食
料

品
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
上
昇

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
見
方
が
強
い
が
、
政
府
の
為

替
介
入
も
虚
し
く
円
安
基
調
も

続
い
て
お
り
、
物
価
上
昇
が
抑

え
ら
れ
る
か
は
見
通
せ
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
、
安
倍
元
首
相
の

国
葬
費
に
か
か
っ
た
費
用
総
額

が
12
億
4
0
0
0
万
円
だ
っ
た

と
報
道
さ
れ
た
。
皆
、
弔
う
気

持
ち
は
あ
る
と
思
う
が
、
物
価

高
で
支
出
を
切
り
詰
め
て
い
る

国
民
が
、
国
葬
費
を
多
額
の
無

駄
な
支
出
と
考
え
る
気
持
ち
は

理
解
で
き
る
。
そ
の
上
、
演
出

業
務
の
入
札
に
参
加
し
た
の
は

1
社
の
み
で
1
・
8
億
円
で
落

札
し
て
お
り
、
国
費
を
投
じ
て

経
済
が
活
性
化
さ
れ
る
と
思
っ

て
い
る
の
か
、
補
助
金
を
出
し

て
は
赤
字
を
つ
く
る
政
府
の
経

済
政
策
が
成
功
し
て
い
る
と
は

考
え
に
く
い
。

　
今
月
の
共
同
通
信
社
の
世
論

調
査
で
は
、
岸
田
内
閣
の
支
持

率
は
過
去
最
低
を
更
新
し
、
国

葬
を
「
評
価
し
な
い
」「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
評
価
し
な
い
」

が
計
61
・
9
％
で
、
実
際
の
国

葬
費
用
の
発
表
が
た
と
え
少
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
政
治
に
対

し
て
の
不
信
感
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
10
月
よ
り
75
歳
以

上
の
医
療
費
窓
口
支
払
い
の
2

割
負
担
が
始
ま
っ
た
。
概
算
で

は
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
約

3
7
0
万
人
が
対
象
と
な
る

が
、
3
年
間
の
配
慮
措
置
を
設

け
る
く
ら
い
な
ら
、
も
う
少
し

検
討
し
て
か
ら
で
も
良
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
年
金
額
は
、

物
価
と
賃
金
上
昇
に
応
じ
て
増

額
と
な
れ
ば
良
い
が
、
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
理
論
の
も
と
に

目
減
り
し
て
お
り
、
物
価
高
と

医
療
費
負
担
の
影
響
は
家
計
の

圧
迫
要
因
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
保
険
医
年
金
は
、
制
度
加
入

者
数
5
万
2
千
人
と
な
り
、
積

立
金
も
1
兆
3
千
億
円
を
超
え

る
日
本
有
数
の
私
的
年
金
と
し

て
発
展
し
て
い
る
。
低
金
利
時

代
の
預
貯
金
は
、
貯
蓄
の
役
割

し
か
な
く
、
物
価
が
上
昇
す
れ

ば
蓄
え
を
取
り
崩
す
こ
と
に
な

り
、
ま
す
ま
す
長
期
の
生
活
設

計
に
影
響
が
出
る
。
景
気
の
見

通
し
が
不
確
定
な
今
だ
か
ら
こ

そ
保
険
医
年
金
の
良
さ
を
認
識

い
た
だ
き
、
ご
活
用
を
お
願
い

し
た
い
。
10
月
20
日
に
2
0
2

3
年
1
月
加
入
の
受
付
は
終
了

し
た
が
、
半
年
後
の
23
年
4
月

よ
り
加
入
受
付
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
ぜ
ひ
ご
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

物
価
高
で
見
通
し
が
不
確
か
な
今

堅
実
な
保
険
医
年
金
の
活
用
を

　
協
会
な
ど
で
つ
く
る
「
子
ど

も
医
療
京
都
ネ
ッ
ト
」
は
10
月

7
日
、
京
都
府
に
「
す
べ
て
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
無
償
化

の
早
期
実
現
を
」
求
め
る
要
請

書
を
提
出
し
懇
談
を
行
っ
た
。

府
が
9
月
か
ら
「
子
育
て
支
援

医
療
助
成
制
度
あ
り
方
検
討
会

議
」（
座
長
：
芝
田
文
男
・
京

産
大
教
授
）
で
検
討
を
開
始
し

た
こ
と
を
受
け
て
の
こ
と
。
府

か
ら
は
医
療
保
険
政
策
課
の
森

川
大
輔
課
長
ら
が
対
応
し
た
。

　
府
の
制
度
は
中
学
生
ま
で
を

対
象
と
し
て
お
り
、
入
院
と
通

院
の
2
歳
ま
で
は
月
2
0
0
円

負
担
だ
が
、
通
院
は
3
歳
に
な

る
と
月
1
5
0
0
円
に
一
気
に

引
き
上
が
る
。
京
都
市
以
外
は

こ
れ
に
市
町
村
が
上
乗
せ
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
一
部
を
除

い
て
ほ
ぼ
中
学
生
ま
で
2
0
0

円
で
受
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
間
、
府
は
府
民
の
強
い

要
望
を
受
け
て
ほ
ぼ
4
年
ご
と

に
年
齢
拡
大
と
負
担
軽
減
の
見

直
し
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、

受
診
機
会
の
多
い
低
年
齢
層
が

高
い
負
担
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ

て
い
る
（
図
）。
京
都
市
の
子

育
て
世
帯
に
と
っ
て
は
切
実
で

あ
り
、
府
内
で
こ
れ
だ
け
の
格

差
が
あ
る
こ
と
も
深
刻
で
あ
る
。

　
府
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
全

国
40
位
（
1
・
22
）
と
低
迷

し
、
京
都
市
に
お
い
て
は
「
子

育
て
世
代
流
出
が
深
刻
」（
京

都
新
聞
8
月
28
日
）
と
報
じ
ら

れ
て
い
る
。「
子
育
て
環
境
日

本
一
」
を
掛
け
声
だ
け
に
終
わ

ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
思
い

切
っ
た
助
成
が
必
要
で
あ
り
、

中
で
も
就
学
前
の
通
院
無
償
化

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
求
め

た
。

子ども医療京都ネットが要請
府に低年齢層の負担軽減求める

義務化の撤回等を求め
協会、保団連が国会行動を実施

京
都
協
会
か
ら
「
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
義

務
化
」
反
対
・
第
二
次
署
名
1

6
1
筆
を
保
団
連
に
託
し
、
厚

生
労
働
省
交
渉
に
お
い
て
提
出

し
た
。
翌
21
日
、
京
都
協
会
は

独
自
に
京
都
選
出
国
会
議
員
16

人
に
対
す
る
要
請
行
動
を
実

施
。
反
対
署
名
計
2
6
1
筆
の

写
し
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
示

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
と
保
険
証
廃
止
の
撤
回

等
に
理
解
を
求
め
た
。

か
か
り
つ
け
医
制
度

留
め
置
き
問
題
も
訴
え

21
日
の
国
会
行
動
に
は
事
務

局
2
人
を
派
遣
。
同
時
に
、
か

か
り
つ
け
医
の
制
度
化
問
題
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
罹
患
し
た
高
齢
者
・
障
害
者

の
「
施
設
留
め
置
き
死
」
問
題

に
つ
い
て
も
資
料
を
手
渡
し

て
、
京
都
選
出
国
会
議
員
に
京

都
協
会
の
訴
え
を
届
け
、
理
解

を
求
め
た
。
前
原
誠
司
衆
議
院

議
員
、
穀
田
恵
二
衆
議
院
議

員
、
福
山
哲
郎
参
議
院
議
員
、

倉
林
明
子
参
議
院
議
員
と
は
直

接
面
談
し
て
説
明
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

化
に
対
し
て
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

（
回
収
数
2
9
9
人
／
回
収
率

13
・
1
％
）
で
は
、
①
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
シ
ス
テ
ム
導

入
の
義
務
化
に
つ
い
て
反
対
79

％
②
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

反
対
83
％
③
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
懸
念
と
し
て
「
設
備
投

資
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
上
の

負
担
」
69
％
、「
窓
口
の
事
務

負
担
増
」
68
％
、「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
紛
失
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
漏
洩
」
60
％
、「
セ
キ
ュ

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
は
10
月
20
日
、
全

国
の
保
険
医
協
会
・
医
会
に
呼

び
掛
け
て
国
会
行
動
を
実
施
。

25
協
会
・
医
会
が
参
加
し
た
。

回
を
求
め
る
会
員
署
名
・
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
デ
ジ
タ
ル
大
臣
、

厚
生
労
働
政
務
三
役
、
中
医
協

会
長
お
よ
び
全
委
員
に
も
提
出

し
て
改
善
を
求
め
る
。

● 医療サイドの事務的費用など負担ばかり増え、
それに対する保障や継続した援助がないため、
反対です
● 大企業でさえサイバー攻撃に十分に対応でき
ないのに、一診療所で対応できるのか!!
● マイナンバーカードが普及してない段階で
カードリーダー導入など論外です
● 性急な義務化に反対です
● 義務化が施行されれば廃業することになると
思います

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

制
限
な
ど
国
民
皆

保
険
制
度
の
原
則

を
覆
す
こ
と
に
あ

る
と
指
摘
。

　
「
留
め
置
き
死
」

問
題
に
つ
い
て
は

京
都
府
当
局
へ
の

情
報
公
開
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
改
善
の

必
要
性
を
訴
え

た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
義
務
化
撤

リ
テ
ィ
ー
面
の
不
安
」
59
％
④

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
な
い
65
％
―
と

い
う
結
果
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
基
づ
き
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
化
と
保
険
証

廃
止
の
撤
回
を
求
め
る
と
と
も

に
、
Ｄ
Ｘ
は
人
々
の
合
意
形
成

か
ら
や
り
な
お
す
よ
う
訴
え
た
。

　
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」
に

つ
い
て
は
、
財
務
省
の
構
想
は

オンライン資格確認

会員からの反対の声

図  京都府の子育て支援医療助成制度の変遷
実施 対象 生学中歳2歳1歳0

入院

通院

入院

通院

入院

通院

入院

通院

入院

通院

入院

通院

入院

通院

入院

通院

96年
12月

現物給付
(月200円)

小学生

93年
10月

現物給付
(月200円)

99年
１月

現物給付
(月200円)

03年
９月

現物給付
(月200円)

償還（月3000円超）

12年
９月

現物給付
(月200円) 償還（月3000円超）

07年
９月

現物給付
(月200円)

15年
９月

現物給付
(月200円) 償還（月3000円超）

19年
９月

現物給付
(月200円) 償還（月1500円超）

3歳～就学前

償還（月8000円超）

署
名
を
受
け
取
っ
た
京
都
の
4
議
員

2 0 2 2 年 (令和 4年) 1 0 月 2 5 日 第 3 1 3 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行
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◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険
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外
科
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

（
2
面
）

兵
庫
で
反
核
医
師
の
つ
ど
い
（
2
面
）

連
載
・
死
ん
で
た
ま
る
か

（
4
面
）
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な
く
そ
う

な
く
そ
う 

核
兵
器
も
原
発
も

核
兵
器
も
原
発
も

兵
庫
で
反
核
医
師
の
つ
ど
い

兵
庫
で
反
核
医
師
の
つ
ど
い

　
第
32
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
in
兵
庫
が
9
月
24
・
25

日
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
会
議
室
を
会
場
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
開
催
さ
れ
、
約
2
0
0
人
が
参
加
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
か
つ
て
な
い
ほ
ど
核
兵
器
使
用
の
脅
威
が

高
ま
る
中
、
核
兵
器
を
な
く
し
、
原
発
ゼ
ロ
も
実
現
し
よ

う
と
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

核
兵
器
に
お
金
を
貸
す

な
＝
D
B
O
B

　
「D

on't
B
ank

on
the

B
om
b

」（
D
B
O
B
：
核
兵

器
に
お
金
を
貸
す
な
）
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
3
年
前
の
京

都
の
つ
ど
い
で
も
講
演
し
た
オ

ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｐ
Ａ
Ｘ
」

の
ス
ー
ジ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
氏

が
講
演
。
核
兵
器
製
造
企
業
へ

の
資
金
の
流
れ
を
止
め
る
圧
力

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ

の
効
果
を
語
っ
た
。

　
日
本
で
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
務
局
長
の
松
井
和
夫
氏

は
、
金
融
機
関
調
査
3
回
目
の

結
果
を
報
告
。
Ｐ
Ａ
Ｘ
レ
ポ
ー

ト
が
核
兵
器
製
造
企
業
に
投
資

し
て
い
る
と
指
摘
し
た
7
金
融

機
関
を
中
心
に
こ
の
6
月
か
ら

調
査
。
指
摘
さ
れ
た
金
融
機
関

は
全
て
そ
の
こ
と
を
把
握
し
て

お
り
、
投
融
資
先
を
企
業
か
ら

製
造
部
門
へ
都
合
よ
く
読
み
替

え
た
回
答
も
あ
る
が
、
前
向
き

に
取
り
組
む
姿
勢
が
見
て
取
れ

る
回
答
も
見
ら
れ
た
と
報
告
。

核
が
使
わ
れ
る
前
に
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
強

調
し
た
。

「
核
共
有
」「
核
武
装
」

の
危
険

　
安
斎
育
郎
氏
（
立
命
館
大
学

名
誉
教
授
）
は
、「
核
共
有
」

「
核
武
装
」「
憲
法
9
条
改
正
」

福
島
原
発
事
故
と

甲
状
腺
が
ん

　
福
島
原
発
事
故
と
そ
の
後
に

つ
い
て
、
郷
地
秀
夫
氏
（
反
核

兵
庫
医
師
の
会
代
表
）
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
い
、
4
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
発
言
し
た
。

　
小
出
裕
章
氏
（
元
京
都
大
学

原
子
炉
実
験
所
助
教
）
は
、

「
福
島
原
発
事
故
は
終
わ
っ
て

い
な
い
」
と
講
演
。
事
故
当

日
、
政
府
は
「
原
子
力
緊
急
事

態
宣
言
」
を
発
令
し
、
60
万
Bq

／
㎡
以
上
の
汚
染
地
か
ら
住
民

を
強
制
避
難
さ
せ
た
。
し
か

し
、
放
射
線
管
理
区
域
（
4
万

Bq
／
㎡
を
超
え
る
区
域
）
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
汚
染

さ
れ
た
大
地
は
1
万
4
千
㎡
に

及
ぶ
。
被
曝
に
敏
感
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
も
含
め
普
通
の
人
た

ち
が
こ
の
汚
染
さ
れ
た
場
所
で

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
汚

染
し
た
主
成
分
の
セ
シ
ウ
ム
1

3
7
の
半
減
期
は
30
年
、
1
0

0
年
経
っ
て
も
汚
染
は
10
分
の

１
に
し
か
な
ら
ず
、
今
後
1
0

0
年
以
上
、
原
子
力
緊
急
事
態

宣
言
下
に
あ
り
続
け
る
。
日
本

人
の
大
人
に
は
原
子
力
の
暴
走

を
許
し
、
事
故
を
起
こ
し
た
責

任
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
守

る
責
任
が
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
元
大
熊
町
副
町
長
の
石
田
仁

氏
は
、
原
発
事
故
と
向
き
合
っ

た
自
治
体
の
経
験
を
語
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
断
と
対
立
、
差

別
、
そ
し
て
ど
れ
だ
け
被
曝
し

た
の
か
わ
か
ら
な
い
不
安
と
向

き
合
っ
て
い
る
と
語
っ
た
。

　
被
災
地
を
幾
度
も
訪
れ
た
広

川
恵
一
氏
（
兵
庫
県
保
険
医
協

会
顧
問
）
は
、
そ
の
地
で
生
き

る
人
た
ち
の
こ
と
ば
を
伝
え

た
。

　
斎
藤
紀
氏
（
福
島
医
療
生
協

理
事
長
）
は
甲
状
腺
が
ん
の
問

題
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い

て
、
臨
床
医
と
し
て
子
ど
も
た

ち
に
寄
り
添
う
中
で
、
当
初
は

検
診
を
絶
対
受
け
る
べ
き
と
の

立
場
で
あ
っ
た
が
、
無
症
状
の

子
ど
も
へ
の
検
診
は
回
避
す
べ

き
と
の
立
場
に
変
遷
し
た
苦
悩

を
語
り
、
そ
の
根
拠
デ
ー
タ
の

詳
細
を
示
し
た
。

　
甲
状
腺
が
ん
の
問
題
に
つ
い

て
は
パ
ネ
リ
ス
ト
間
で
議
論
と

な
り
、
事
故
が
起
こ
っ
た
限
り

調
査
は
必
要
で
あ
り
、
事
実
を

知
る
必
要
が
あ
る
。
事
実
を

知
っ
た
上
で
ど
う
対
処
す
る
か

は
医
学
界
で
議
論
す
べ
き
な
ど

の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
汚
染
土
中
間
貯
蔵
の

方
向
性
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
小

出
氏
は
、
国
は
8
0
0
0
Bq
／

㎏
以
下
の
汚
染
土
を
全
国
の
公

共
事
業
に
使
う
方
針
（
本
来
の

再
生
利
用
基
準
は
1
0
0
Bq
／

㎏
）
で
あ
り
、
日
本
中
に
ば
ら

撒
き
、
見
え
な
く
す
る
つ
も
り

だ
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
直
居
靖
人
氏
は
京
都
市
伏
見

区
出
身
で
、
1
9
9
9
年
に
大

阪
大
学
卒
業
後
、
同
大
の
乳
腺

内
分
泌
外
科
で
要
職
を
務
め
、

22
年
1
月
に
京
都
府
立
医
科
大

学
の
内
分
泌
・
乳
腺
外
科
学
の

教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
最
新
の
乳
が
ん
治
療
と
研

究
の
講
演
で
し
た
。

　
前
半
は
手
術
治
療
の
話
で
し

た
。
乳
房
温
存
手
術
で
は
腫
瘤

を
含
め
乳
腺
を
部
分
切
除
し
た

後
に
切
除
部
の
欠
損
を
補
う
た

め
、
周
囲
の
乳
腺
を
縫
縮
し
て

新
時
代
の
乳
が
ん
診
療
と
研
究

外
科
診
療
内
容
向
上
会
開
く

レ
ポ
ー
ト

野
原
丈
裕
（
西
京
）

　
協
会
は
10
月
1
日
、
京
都
外
科
医
会
と
共
催
で
、
外
科
診
療
内
容
向
上
会
を
ウ
ェ
ブ

併
用
で
開
催
し
た
。
京
都
外
科
医
会
副
会
長
の
古
家
敬
三
氏
が
進
行
し
、
33
人
が
参
加

し
た
。
協
会
の
曽
我
部
俊
介
理
事
か
ら
情
報
提
供
の
後
、
外
科
医
会
例
会
の
症
例
検
討

会
が
行
わ
れ
た
。
向
上
会
で
は
、
の
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
野
原
丈
裕
氏
を
座
長

に
、
京
都
府
立
医
科
大
学
内
分
泌
・
乳
腺
外
科
学
教
授
の
直
居
靖
人
氏
の
特
別
講
演

「
新
時
代
の
乳
が
ん
診
療
と
研
究
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
た
。

補
填
し
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
方

法
で
は
乳
腺
の
引
き
連
れ
を
来

し
、
変
形
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

る
た
め
、
切
除
部
か
ら
距
離
を

お
い
た
別
部
位
の
脂
肪
を
切
除

し
乳
腺
全
体
を
移
動
し
て
補
填

す
るrotation

flap

法
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。rotation

flap

法
で
は
乳
房
外
縁
の
切

開
線
は
や
や
長
く
な
り
ま
す

が
、
引
き
連
れ
や
変
形
が
少
な

い
こ
と
を
術
後
の
写
真
で
提
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
早
期
乳
が
ん
の
際
に

腋
窩
リ
ン
パ
節
郭
清
を
省
略
す

る
た
め
に
術
中
に
セ
ン
チ
ネ
ル

リ
ン
パ
節
生
検
を
行
い
ま
す

が
、
病
理
医
の
負
担
を
減
ら
す

た
め
、
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節

の
転
移
の
有
無
を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
で

判
定
す
る
Ｏ
Ｓ
Ｎ
Ａ
法
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
手
術
の

際
に
血
管
を
切
離
し
、
結
紮
を

行
う
代
わ
り
に
超
音
波
凝
固
に

ジ
ュ
ー
ル
熱
を
加
え
た
デ
バ
イ

ス
を
用
い
て
手
術
時
間
の
短
縮

も
試
み
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
医

局
員
に
女
性
も
多
い
た
め
、
拘

束
時
間
の
軽
減
も
含
め
た
働
き

方
の
工
夫
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
後
半
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
遺

伝
子
診
断
法
と
臨
床
応
用
に
つ

い
て
の
話
で
し
た
。
乳
が
ん
全

体
の
約
半
数
を
占
め
る
「
Ｅ
Ｒ

陽
性
・
H
E
R
―
2
陰
性
・
リ

ン
パ
節
転
移
陰
性
」
の
サ
ブ
タ

イ
プ
乳
が
ん
は
予
後
が
比
較
的

良
好
な
こ
と
か
ら
術
後
化
学
療

法
の
適
応
を
決
め
る
こ
と
が
難

し
く
、
再
発
予
後
予
測
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
欧
米
で
開
発
さ

れ
た
既
存
の
遺
伝
子
診
断
法
で

は
、
リ
ス
ク
分
類
が
低
・
中

間
・
高
の
三
つ
に
分
か
れ
、
先

の
サ
ブ
タ
イ
プ
乳
が
ん
は
中
間

リ
ス
ク
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

化
学
療
法
を
行
う
の
が
適
当
な

の
か
判
然
と
し
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

C
urebest®95G

C

と
い
う

新
し
い
乳
が
ん
再
発
予
測
法
を

開
発
し
、
95
個
の
遺
伝
子
の
発

現
レ
ベ
ル
の
違
い
に
よ
り
、

低
・
高
リ
ス
ク
の
2
分
化
を
行

い
、
高
リ
ス
ク
の
場
合
に
化
学

療
法
を
考
慮
す
る
方
法
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
1
2
0
施

設
で
臨
床
応
用
さ
れ
、
症
例
の

集
積
を
行
い
保
険
適
用
を
目
指

す
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
乳
が
ん
は
年
間
9
万
人
の
女

性
が
罹
患
し
、
こ
の
20
年
間
で

約
3
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
約

10
人
に
1
人
の
割
合
で
罹
患
す

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。
年
間
4
万
人
の
方
が
亡
く

な
っ
て
お
り
、
検
診
も
含
め
た

早
期
発
見
と
と
も
に
個
々
に
対

す
る
適
切
な
治
療
選
択
が
重
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

と
い
っ
た
主
張
の
危
険
性
を
論

じ
た
。
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
さ
な

か
、
米
軍
占
領
下
の
読
谷
村
基

地
に
核
ミ
サ
イ
ル
発
射
命
令
が

届
い
た
。
誤
報
と
判
明
し
発
射

は
回
避
さ
れ
た
が
、「
核
共
有
」

は
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
背
負

う
。
核
武
装
論
に
つ
い
て
も
、

核
兵
器
に
よ
っ
て
戦
争
を
防
ぐ

と
い
う「
核
抑
止
論
」の
考
え
の

危
険
性
を
指
摘
。
平
和
政
策
を

総
合
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
国
際
社
会
か
ら
敵
視
さ
れ

ず
、
国
民
の
安
全
・
安
心
の
た

め
の
国
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
提
唱
。
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
に
関
し
て
は
、
一
方
的
な
情

報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
複
眼
的
な

視
点
で
見
る
必
要
も
説
い
た
。

非
核
「
神
戸
方
式
」を

全
世
界
に

　
梶
本
修
史
氏
（
兵
庫
県
原
水

協
事
務
局
長
）
は
、
非
核
「
神

戸
方
式
」
は
平
和
の
神
戸
港
づ

く
り
の
闘
い
の
蓄
積
で
あ
る
と

語
り
、
1
9
7
5
年
に
神
戸
市

議
会
で
決
議
を
採
択
し
、
他
国

船
舶
入
港
に
際
し
「
非
核
証
明

書
」
を
請
求
す
る
よ
う
に
な
っ

た
経
緯
と
法
的
根
拠
を
紹
介
。

以
来
47
年
間
、
米
国
艦
船
入
港

は
な
く
、
米
国
か
ら
直
接
、
放

棄
を
迫
る
攻
撃
が
続
い
て
い

る
。
国
内
で
の
非
核
港
湾
づ
く

り
の
取
り
組
み
は
こ
と
ご
と
く

国
の
圧
力
で
頓
挫
。「
戦
争
を

す
る
国
づ
く
り
」
体
制
が
強
ま

る
中
で
、
そ
の
存
在
意
義
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

5,500円

届
出
医
療
等
の
活
用
と
留
意
点

（
２
０
２
２
年
度
〜
２
０
２
３
年
度
版
）

4,400円

各
種「
届
出
医
療
」の
留
意
点
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、届
出
時
、

日
常
管
理
に
便
利
な
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
各
項
目
ご
と
に
掲

載
！
22
年
度
か
ら
再
開
さ
れ
て
い
る
臨
場
に
よ
る
施
設
基
準

等
適
時
調
査
対
策
と
し
て
も
必
携
の
書
。

公
費
負
担
医
療
等
の
手
引

出版物のご案内

スージー氏

講
師
の
直
居
氏

困困ったときったときはは  まずご  まずご連絡連絡をを

保険請求など  日常診療をサポート
保険請求の疑問、審査・指導の相談など、協会は日常診療での会員・医
療機関従業員からのご相談に対応しています。新規個別指導をはじめ、
指導の不安や疑問もご相談下さい。しっかりサポートします。 ©もへろん

兵
庫
で
開
催
さ
れ
た

反
核
医
師
の
つ
ど
い

2 0 2 2 年 (令和 4年) 1 0 月 2 5 日第 3 1 3 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料
に
つ
い
て

22
年
11
月

理
事
会
の
開
催

第
10
回
理
事
会

11
月
8
日（
火
）午
後
2
時
〜

第
11
回
理
事
会

11
月
22
日（
火
）午
後
2
時
〜

北野白梅町界隈の史跡を訪ねる
日　時   11月13日 （日） 午前10時～12時30分頃

集　合   午前10時 北野白梅町 交差点南西角
（イズミヤ前）  　　　　　　　

参加費  会員1,000円、家族2,000円（拝観料含む）
定　員  先着10人（会員・ご家族）・要申込
※ 新型コロナウイルスの感染防止の観点から、昼食は設けません。 

また、状況によっては中止等の可能性がありますのでご了承下さい。

文化ハイキング

雨天決行

お申込は
こちらから

対　　象：京都府保険医協会会員
※原則として取りに来ていただける方

期　　間：10日間
※ 希望多数の場合、早めにご返却いただくことがあります

貸出モデル：CPR対応訓練用モデル 
（除細動器の貸出可）

申　　込：京都府保険医協会事務局まで CPR対応訓練用モデル

貸出料
無料

救命救急対策に救急蘇生モデルのご活用を救命救急対策に救急蘇生モデルのご活用を

Ｑ
、
Ｃ
1
0
1
在
宅
自
己
注

射
指
導
管
理
料
に
つ
い
て
、
自
己
注
射
に
用
い
る
薬
剤
を
支
給

し
た
場
合
、
薬
剤
の
総
点
数
、

（
70
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
、
約
1
年
前
か
ら
腰

部
変
形
性
脊
椎
症
の
た
め
腰
部

硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
を
本
件
医
療

機
関
で
受
け
て
い
た
。
腰
部
硬

膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
を
終
え
た
後
、

患
者
は
首
を
寝
違
え
て
痛
い
と

訴
え
た
た
め
、
リ
ド
カ
イ
ン
1

㎖
を
、
Ｃ
6
〜
Ｃ
7
の
高
さ
の

レ
ベ
ル
で
、
正
中
か
ら
3
〜
4

㎝
離
れ
た
左
僧
帽
筋
に
下
向

け
に
刺
入
し
て
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ

ン
ト
注
射
を
実
施
し
た
。
患
者

は
約
25
分
後
に
独
歩
で
帰
宅
し

た
。
と
こ
ろ
が
4
日
後
、
患
者

は
四
肢
の
脱
力
感
を
訴
え
、
家

が
疑
わ
れ
た
。
患
者
は
Ａ
医
療

機
関
の
入
院
か
ら
約
2
週
間
後

に
Ｂ
医
療
機
関
に
転
院
し
、
頚

椎
症
性
脊
髄
症
と
診
断
さ
れ
、

頚
部
脊
柱
管
拡
大
術
を
受
け

た
。
術
中
所
見
は
「
硬
膜
外
血

腫
な
し
、
硬
膜
損
傷
な
し
、
髄

液
漏
な
し
。
通
常
の
頚
椎
症
性

脊
髄
症
の
所
見
以
外
の
特
記
す

べ
き
所
見
な
し
」
で
あ
っ
た
。

　
患
者
側
は
首
へ
の
ト
リ
ガ
ー

ポ
イ
ン
ト
注
射
に
よ
っ
て
四
肢

の
脱
力
症
状
が
発
症
し
た
と
し

て
当
初
、
医
療
費
の
み
を
請
求

し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
弁

護
士
を
立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
注

射
針
が
脊
柱
管
に
入
っ
た
と
は

考
え
難
い
が
、
過
誤
の
有
無
に

つ
い
て
は
判
断
が
つ
か
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
患
者
の

態
度
が
極
め
て
強
く
な
っ
て
き

た
の
で
2
回
に
わ
た
り
、
金
銭

を
支
払
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

3
年
6
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
Ｂ
医
療
機
関
の
術
中
所
見
か

ら
、
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射

と
患
者
の
四
肢
脱
力
の
因
果
関

係
は
否
定
で
き
る
。
ま
た
、
診

断
・
適
応
・
手
技
と
も
に
問
題

は
認
め
ら
れ
ず
、
四
肢
脱
力
は

患
者
の
素
因
と
判
断
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
医
療
過
誤
は
否
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
患
者
に
金
銭

族
の
介
助
歩
行
に
よ
り
来
院
。

ハ
イ
ド
ロ
コ
ー
ト
ン
Ⓡ
6
0
0

㎎
を
投
与
し
て
帰
宅
と
な
っ

た
。
し
か
し
そ
の
2
日
後
の
来

院
時
に
も
脱
力
症
状
が
継
続
し

て
い
た
た
め
、
さ
ら
に
ハ
イ
ド

ロ
コ
ー
ト
ン
Ⓡ
6
0
0
㎎
を
投

与
し
た
。
同
日
、
患
者
の
強
い

希
望
に
よ
り
Ａ
医
療
機
関
に
入

院
し
、
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の

結
果
、
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群

安
易
に
賠
償
せ
ず
、

ま
ず
は
慎
重
な
調
査
を

医
師
医
師
がが
選
ん
だ

選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
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を
支
払
っ
た
後
も
、
患
者
は
弁

護
士
を
介
し
て
改
め
て
医
療
機

関
側
を
問
責
し
て
き
て
お
り
、

独
断
で
金
銭
を
支
払
い
紛
争
拡

大
し
た
典
型
例
と
言
え
よ
う
。

道
義
的
責
任
は
別
と
し
て
、
賠

償
責
任
の
有
無
・
程
度
は
速
断

せ
ず
に
協
会
に
相
談
す
る
な
ど

慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

〈
結
果
〉

　
最
終
的
に
は
患
者
側
弁
護
士

か
ら
、
患
者
が
死
亡
し
た
事
実

を
知
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
患
者

（
遺
族
）
側
は
こ
れ
以
上
の
賠

償
請
求
の
意
思
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
近
年
、
地
球
環
境
保
全
の
一

手
段
と
し
て
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動

車
）
シ
フ
ト
が
政
策
と
し
て
奨

励
さ
れ
、
各
国
の
政
治
経
済
的

な
都
合
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
、
欧
米
な
ど
で
は
近
い
将
来

の
Ｈ
Ｖ
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
）
を
含
む
内
燃
機
関
車
の
製

造
・
販
売
ま
で
を
も
禁
止
す
る

政
策
を
取
り
始
め
た
国
が
複
数

出
て
き
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
Ｅ
Ｖ
は
本
当
に
地
球

環
境
に
優
し
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　
確
か
に
Ｅ
Ｖ
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
燃

料
電
池
自
動
車
）
は
、
原
子
力

発
電
と
同
様
に
運
用
時
の
温
室

効
果
ガ
ス
発
生
は
無
視
で
き
る

ほ
ど
に
微
少
で
し
ょ
う
。
し
か

　
一
説
で
は
Ｅ
Ｖ
製
造
に
費
や

し
た
Ｃ
Ｏ
2
排
出
を
相
殺（
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
す
る
た

め
に
は
、
10
万
㎞
程
度
の
走
行

が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
補
助
金
を
考
慮
し
て
も

Ｅ
Ｖ
は
相
当
高
価
で
あ
り
、
Ｅ

Ｖ
所
持
を
ス
テ
ー
タ
ス
と
考
え

る
高
所
得
者
が
主
購
入
層
の
よ

し
、
中
枢
部
品
で
あ
る
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
（
以
下
、
Ｌ

Ｉ
Ｂ
）
や
燃
料
電
池
の
製
造
に

は
、
極
め
て
大
量
の
エ
ネ
ル

ギ
ー（
電
力
）
を
必
要
と
し
、

大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
く

は
、
現
状
で
は
温
室
効
果
ガ
ス

を
大
量
に
発
生
す
る
火
力
発
電

に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
現

在
、
世
界
総
発
電
量
の
7
割
程

度
、
日
本
で
は
8
割
強
が
火
力

発
電
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
車
体
・
タ

イ
ヤ
・
電
装
品
の

製
造
や
原
材
料
輸

送
な
ど
に
も
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
で
す
。
こ
の

続
距
離
・
電
欠
の
恐
怖
・
発
火

の
可
能
性
な
ど
、
問
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
。

　
世
界
に
先
ん
じ
国
策
と
し
て

Ｅ
Ｖ
化
を
推
進
し
た
某
国
な
ど

で
は
、
前
述
の
問
題
に
加
え
Ｅ

Ｖ
・
Ｌ
Ｉ
Ｂ
の
廃
棄
問
題
が
表

面
化
し
て
お
り
、
各
所
に
Ｅ
Ｖ

の
墓
場
が
出
現
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｂ
リ
サ
イ
ク
ル
・

リ
ユ
ー
ス
産
業
も
勃
興
し
つ
つ

あ
る
よ
う
で
す
が
、
明
ら
か
に

未
熟
で
、
重
大
な
環
境
汚
染
の

一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
く

欧
米
も
同
様
の
道
を
辿
る
で

し
ょ
う
。

　
我
が
国
の
一
般
家
庭
電
力
消

費
量
は
1
日
当
た
り
10
〜
15

kW
ｈ
と
さ
れ
ま
す
が
、
Ｅ
Ｖ
の

フ
ル
充
電
に
は
こ
の
数
倍
の
電

力
が
必
要
で
す
。
日
本
の
登
録

自
動
車
数
は
一
般
乗
用
車
の
み

で
も
4
3
0
0
万
台
に
も
達
し

ま
す
。
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
な
い
Ｈ
Ｖ
は
普
通
乗
用
車
新

車
登
録
の
過
半
数
に
迫
っ
て
い

ま
す
が
、
Ｅ
Ｖ
は
ま
だ
1
％
弱

年会費 永久無料

　京都クレジットサービス㈱と提携して
いるゴールドカードは、京都府保険医協
会の会員は個人・家族・法人カードとも
年会費は永久無料です。有利な特典も備
えております。
　ぜひお申込みをご検討下さい。
※ 詳細は本紙に同封している案内チラシ
をご参照下さい。

ＤＣＤＣゴールドゴールド
カードカードののご案内ご案内

で
す
。
Ｅ
Ｖ
の

総
電
力
消
費
量

は
実
働
率
・
使

用
率
な
ど
の
変

数
が
多
く
計
算

は
難
解
で
す

が
、
一
説
に
よ
る
と
普
通
車
の

1
割
（
約
4
0
0
万
台
）
が
Ｅ

Ｖ
化
す
れ
ば
、
お
よ
そ
原
発
1

基
分
・
火
力
発
電
所
数
基
分
の

電
力
の
上
積
み
が
必
要
と
な
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
半
数
が
Ｅ
Ｖ
化
さ
れ
れ
ば
、

夏
の
電
力
消
費
ピ
ー
ク
時
に
供

給
不
足
に
な
る
の
は
明
ら
か
で

し
ょ
う
。
残
念
で
す
が
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
の
代
替
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
密
度
や
発
電
量
・
コ
ス

ト
面
な
ど
で
困
難
で
し
ょ
う
。

ま
あ
近
年
の
太
陽
光
や
風
力
発

電
施
設
に
よ
る
自
然
環
境
の
破

壊
も
目
に
余
り
ま
す
が
…
。

　
こ
れ
は
体
の
良
い
原
発
稼
働

期
間
延
長
、
果
て
は
新
設
の
言

い
訳
に
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。

　
今
後
の
技
術
的
ブ
レ
ー
ク
ス

ル
ー
に
よ
る
蓄
電
池
性
能
の
向

上
・
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ

る
価
格
低
下
・
充
電
イ
ン
フ
ラ

充
実
な
ど
に
よ
り
状
況
は
改
善

し
て
い
く
で
し
ょ
う
が
、
前
途

多
難
は
明
ら
か
で
す
。

　
私
に
は
拙
速
な
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト

は
明
ら
か
に
地
球
環
境
に
悪
い

と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

す
。

（
環
境
対
策
委
員
長武

田
信
英
）

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
は

地
球
環
境
に
優
し
く
な
い
?!

環
境
問
題

環
境
問
題
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う
で
す
が
、
乗
り
換
え
サ
イ
ク

ル
の
短
い
で
あ
ろ
う
彼
ら
が
、

Ｌ
Ｉ
Ｂ
の
劣
化
も
考
え
ら
れ
る

10
万
㎞
も
乗
り
続
け
る
と
は
と

て
も
思
え
ま
せ
ん
。
ま
た
価
格

や
Ｌ
Ｉ
Ｂ
の
経
年
劣
化
以
外
に

も
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
未
発

達
・
長
い
充
電
時
間
・
短
い
航

所
定
単
位
当
た
り
の
薬
剤
名
お

よ
び
支
給
日
数
等
を
記
載
す
る

と
通
知
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
22
年
10
月
診
療
分
か
ら

は
、
薬
剤
名
は
医
薬
品
コ
ー
ド

で
、
薬
剤
支
給
日
数
は
レ
セ
プ

ト
コ
ー
ド
で
入
力
す
る
こ
と
に

改
定
さ
れ
た
が
、
院
外
処
方
の

場
合
も
薬
剤
名
、
薬
剤
支
給
日

数
の
コ
ー
ド
入
力
は
必
要
な
の

か
。Ａ

、
必
要
で
す
。
支
払
基
金

京
都
支
部
、
京
都
府
国
保
連
合

会
の
両
方
に
照
会
し
ま
し
た

が
、
必
要
と
の
回
答
で
し
た
。

定　価
 11,000円
京都協会会員
 5,000円
他府県協会会員
 7,000円

各税込送料別

医療安全研修DVDpartⅢ
絶賛
発売中!!
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も
う
一
つ
の
故
郷
は
母
の
お

里
、
兵
庫
県
但
馬
の
農
家
で
あ

る
。

　
小
学
校
中
学
年
に
な
る
ま

で
、
夏
休
み
、
春
休
み
な
ど
ま

と
ま
っ
た
休
み
に
は
父
の
里
、

母
の
里
に
預
け
ら
れ
た
。

　
農
家
の
朝
は
早
く
、
午
前
4

時
に
は
み
ん
な
起
き
て
く
る
。

春
日
八
郎
、
三
橋
美
智
也
な
ど

の
流
行
歌
が
茶
の
間
の
ラ
ジ
オ

か
ら
大
音
量
で
響
い
て
い
た
。

当
時
こ
の
家
に
は
、
祖
父
母
と

叔
父
、
叔
母
の
7
人
家
族
が
暮

ら
し
て
い
た
。
祖
父
と
叔
父
た

ち
が
順
番
に
食
事
を
す
る
部
屋

に
や
っ
て
き
て
、
大
き
な
水
屋

か
ら
箱
膳
を
取
り
出
し
そ
れ
ぞ

れ
朝
食
を
と
っ
た
。
こ
こ
に
は

二
つ
口
の
オ
ク
ド
さ
ん
が
あ

り
、
大
鍋
、
釜
が
か
け
ら
れ
ご

飯
や
お
味
噌
汁
が
煮
え
て
い

た
。
人
間
用
と
並
行
し
て
牛
の

飼
料
が
炊
か
れ
、
香
ば
し
い
匂

い
が
家
中
に
満
ち
て
い
た
。
こ

の
部
屋
は
半
分
土
間
に
な
っ
て

い
て
中
庭
に
続
き
、
そ
の
次
は

牛
・
蚕
・
鯉
も
育
て
る
農
家
の
暮
ら
し

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

垣田 さち子
（西陣）
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牛
の
部
屋
だ
っ
た
。
大
き
な
目

を
し
た
真
っ
黒
な
牛
が
い
た
。

ト
イ
レ
、
お
風
呂
に
い
く
度
に

お
で
こ
を
な
で
て
や
っ
た
。
お

と
な
し
い
牛
で
、
よ
く
散
歩
に

連
れ
出
し
た
が
ゆ
っ
た
り
と
川

ま
で
歩
き
、
広
い
河
原
で
水
を

飲
ん
だ
り
草
を
食
べ
た
り
、
お

決
ま
り
の
コ
ー
ス
を
こ
な
し
、

来
た
道
を
帰
っ
た
。
私
の
手
に

合
う
子
ど
も
の
牛
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
神
戸
牛
、
松
阪
牛
に
な

る
の
だ
と
聞
い
た
が
、
但
馬
牛

は
今
や
ブ
ラ
ン
ド
ら
し
い
。

2
階
の
1
室
は
、
お
蚕
さ
ん

の
部
屋
だ
っ
た
。
数
台
の
棚
に

び
っ
し
り
と
蚕
が
い
て
、
終
日

シ
ョ
リ
シ
ョ
リ
と
桑
の
葉
を
食

べ
て
い
た
。
祖
母
と
大
き
な
か

ご
を
背
負
い
ち
ょ
っ
と
遠
い
桑

畑
ま
で
葉
を
摘
み
に
行
っ
た
。

よ
く
食
べ
る
の
で
う
れ
し
い
の

だ
が
、
忙
し
い
。
蚕
の
成
長
は

早
い
。
繭
に
な
っ
た
ら
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
送
る
よ
う
だ
。

　
ブ
リ
キ
の
缶
に
入
っ
た
乾
燥

さ
な
ぎ
が
縁
側
に
あ
り
、
私
の

担
当
で
池
の
鯉
に
エ
サ
を
あ
げ

る
の
だ
。
多
く
の
家
で
前
庭
が

池
に
な
っ
て
い
て
、
食
用
の
鯉

が
飼
わ
れ
て
い
た
。
田
舎
か
ら

叔
父
が
訪
ね
て
き
た
時
に
、
濡

れ
た
新
聞
紙
に
包
ま
れ
風
呂
敷

包
み
で
4
時
間
半
の
道
中
を

や
っ
て
き
た
の
に
た
ら
い
に
水

を
は
っ
て
放
し
た
ら
、
悠
々
と

泳
い
だ
の
で
驚
い
た
。
も
ち
ろ

ん
最
後
は
ご
馳
走
に
な
っ
た
の

だ
が
。

　
こ
の
町
も
周
辺
の
町
と
合
併

し
、
今
や
養
父
市
と
な
り
兵
庫

県
一
人
口
の
少
な
い
市
だ
。
70

年
前
の
農
家
の
あ
り
方
と
し
て

典
型
的
な
姿
だ
っ
た
と
思
う

が
、
ど
う
変
化
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
長
兄
は
国
鉄
職
員
と
な
り

農
家
を
継
ぎ
、
あ
と
の
3
人
は

郵
便
局
長
の
養
子
、
警
察
官
な

ど
に
な
り
独
立
し
た
。
そ
の
叔

父
た
ち
も
亡
く
な
り
、
次
の
代

と
も
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
21
世
紀
は
飢
餓
の
世
紀
に

な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
人
も
い

る
。
日
本
に
と
っ
て
農
業
は
大

事
だ
。
そ
の
時
代
は
農
家
が
た

く
さ
ん
い
た
が
、
2
0
0
0
年

代
に
入
り
5
％
を
下
回
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
日
本
の
農
業

の
展
望
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
。

訃
　
報

　
元
副
理
事
長
の
小
林
政
則
氏

（
享
年
86
、
下
京
西
部
）
が
7

月
10
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
会
理
事
：
1
9
8
3
年
〜

92
年
・
協
会
副
理
事
長
：
93
年

〜
94
年
。

　
副
理
事
長
と
し
て
、
主
に
医

療
政
策
分
野
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◇　
　
◇

藤
井
正
也
氏
（
享
年
63
、
伏

見
）
8
月
15
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

情報共有と医事紛争防止のための
診療録記載
日　時   11月12日 （土）

午後 2 時～ 4 時
形　式   ウェブ配信

（Zoomウェビナー）
講　師 嶋崎 明美 氏

国立病院機構姫路医療センター元教育
研修室長、研修オフィスshima代表

対　象  保険医協会・医会会員

医療安全リモート講習会

本講習会は医療法に定められた「安全管理の職員研修」（無床診療所対象）に該当します。
ご希望の方は、アクセス記録を確認させていただ上で、 参加証を発行いたします。

参加費
無料

お申し込みはこちらから➡
（締め切りは11月 9日）

“部下・後輩への指導の仕方”
日　時   11月17日 （木） 午後 2 時～ 4 時
場　所  京都府保険医協会・ルームA～C
講　師 谷　洋子氏（㈱JAPAN・SIQ協会）
定　員   15人（１医療機関１人まで）・要申込

※接遇研修（初級）受講済者対象
※ 新型コロナウイルス感染症対策で、参加人数を制限しています。
定員に達し受付できない場合のみ、協会からご連絡します。
参加キャンセルの場合は、事前に必ずご連絡下さい。

参加費  1,000円　※当日徴収

医院・診療所での接遇マナー研修会（中級）

　医事紛争は、患者・医療者関係や医療行
為そのものに起因するだけでなく、診療記
録も原因となります。不正確な記録が原因
となって医療事故や紛争・訴訟が発生する
ので、チームで情報共有できる適切な診療
記録の作成が大事です。また、患者との情
報共有はインフォームド・コンセントの記録
に反映されます。医療裁判になった場合に
は、診療記録は証言よりも信頼される証拠
となるので、事故発生当時の状況を正確に
再現できる記録は紛争解決に役立ちます。
さらに、記録は開示されるので、客観的・正
確であることに加えて倫理的な配慮も求め
られます。情報共有と医事紛争防止のため
の診療録の在り方について、具体的に分か
り易く解説致します。診療記録を患者の視
点から見る「模擬カルテ開示」も体験してい
ただこうと思っています。 （講師コメント）

新
春
特
集
号

新
春
特
集
号  

会
員
の
投
稿
募
集

会
員
の
投
稿
募
集

　
会
員
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
随
筆（
8
0
0
字
程
度
）、
写
真
、

絵
、
短
歌
、
詩
な
ど
、
な
ん
で
も
結

構
で
す
。
些
少
な
が
ら
お
礼
あ
り
！

　
多
く
の
先
生
方
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
締
切
は
11
月
18
日（
金
）。

▼申込は
こちらからも

在宅医療点数の改定点や算定にあたっての
留意点を分かりやすく解説！

「在宅医療点数」説明会
参加費 無料

1. 京都市会場（Zoom併用）
  1 回目 （Zoom併用、現地参加定員20人）
日時 11月21日（月）午後２時～４時
 ウェブ参加のウェビナー登録はこちらから➡
https://bit.ly/3S6N0ao

  2 回目 （Zoom併用、現地参加定員20人）

日時 11月30日（水）午後２時～４時
 ウェブ参加のウェビナー登録はこちらから➡
https://bit.ly/3QQ7Lpv

場所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ

福
知
山
市
会
場

木
津
川
市
会
場

木津川市役所

清水
保育園

中央図書館

関
西
本
線国道163号国道163号

木津川市中央交流会館

木
津
駅

国
道
24
号

国
道
24
号

京
都
府
保
険
医
協
会・

会
議
室〈
京
都
市
会
場
〉

4,000円
※希望者への有料販売
（9月26日発行）

説明会の
テキストです

3. 木津川市会場
日時 11月29日（火）午後２時～４時
場所 木津川市中央交流会館
「いずみホール」１階研修室

  木津川市木津宮ノ内92　
☎0774-72-8800
※駐車スペースあり

定員 30人 共催　（一社）相楽医師会

2. 福知山市会場
日時 11月26日（土）午後２時～４時
場所 福知山医師会館 2階講堂
  福知山市北本町二区35-1　

☎0773-23-6039
※若干の駐車スペースあり

定員 30人
共催　（一社）福知山医師会

御池通

四条通

六角通

三条通

蛸薬師通

烏
丸
通

烏
丸
通

福知山
市役所

山陰本線

け
や
き
通
り

け
や
き
通
り

福知山駅
福知山駅

広小路・新広小路通り広小路・新広小路通り

福知山医師会館

惇明
小学校

お城通りお城通り

11 月のレセプト受取・締切
基
金・国
保
（※）

８日（火）９日（水）10日（木）

－ ○ 〇◎
○は受付会場設置日、◎は締切日

受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

労
災
締
切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（木）10日（木）10日（木）

2 0 2 2 年 (令和 4年) 1 0 月 2 5 日第 3 1 3 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 (4)毎月10日･25日発行
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